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ファンドの特徴 

ファンドのしくみ 

●マン･エーエイチエル・円トラスト（以下、当ファンド）の投資目的は、世界の先物取引等に分散
されたポートフォリオへの投資を通じてボラティリティの水準をコントロールしながら、中期的な絶対
収益を追求する機会を提供することにあります。

●当ファンドの運用は、オルタナティブ運用に特化した投資顧問会社であるマン･インベストメンツ･
リミテッドが行います。

●当ファンドの投資の基礎となるMAN-AHLダイバーシファイド・プログラムは、24時間、約150の
国際的な市場の動向を監視することにより、全世界の多様な株価指数、債券、短期金利及び
商品などの先物市場における価格の上昇傾向及び下落傾向を利用することを目的とします。

※当ファンドは円建てでご投資いただき、毎月1回、購入/買戻のお申し込みが可能です。（但し、
買戻に際して、購入から当初3年間は条件付後払申込手数料3%がかかります。）

（詳しくは目論見書をご覧ください。） 

1983年に開発されて以来、一貫したクオンツ・システム運用 

24時間体制で世界の主要先物市場において約150銘柄の取引執行 

リアルタイムで監視可能なシステムを駆使した市場及び 
ポートフォリオの管理 

従来資産（株式・債券）に対する低い相関性 

受 益 者  

マン・エーエイチエル・円トラスト 

MAN-AHLダイバーシファイド・プログラム 

通　貨 債　券 エネルギー 株　式 短期金利 金　属 農産物 

世界中の先物市場で分散投資 
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マン・エーエイチエル・円トラスト 
（Man AHL Yen Trust） 

円建て公募契約型バミューダ籍外国投資信託 

AHLについて 

AHLの運用実績について 

出所：マン・データベース。過去の運用実績は必ずしも将来の投資
収益を示唆するものではありません。

AHL運用責任者 

ティム・ウォン 
1991年オックスフォード大学を
工学における一級優等学位にて
卒業。引き続きロンドン大学にて
理学博士号を取得、英国証券
アナリスト協会アソシエート

世界最大級のマネージド・フューチャーズの運用マネジャーです。 
（AHLの由来：1983年Adam,Harding,Lueckの3名により設立されたことによる）

1983年設立されロンドンに拠点を置く、マン・インベストメンツの主要
運用部門の一つで、旗艦ファンドとしての役割を果たしております。 

● 運用資産総額213億米ドル（2007年12月31日現在）
● 運用開始来の高い運用実績
● 1983年に開発されて以来、一貫したクオンツ・システム運用
● 株式や債券市場などの上昇・下落に影響されない絶対リターンの追求

マン・エーエイチエル・円トラスト の実績値 
（2003年10月14日～2008年5月31日）  

総合収益率 

年率複利収益率 

年率標準偏差 

最大下落率 

 

 

53.9 %

9.7 %

13.5 %

-17.0 %

マン・エーエイチエル・円トラスト 

 

これはMAN-AHLダイバーシファイド・プログラムの過去のパフォー
マンスであり、マン・エーエイチエル・円トラストのものではありません。
出所：マン・データベース及びS&Pマイクロパル。過去の運用実績

は必ずしも将来の投資収益を示唆するものではありません。
1MAN-AHLダイバーシファイド・プログラム：Athena Guaranteed 
Futures Limitedの運用結果に基づいて算出しています。1997年
10月1日以前の運用結果については、実際の運用結果に対し、現在の
元本確保型ファンドの標準的な手数料体系を反映させています。
マン・エーエイチエル・円トラストは、元本確保型ファンドではござい
ません。
世界株式：MSCI世界株式指数（米ドルヘッジ）
世界債券：シティグループ世界国債指数（米ドルヘッジ）

MAN-AHLダイバーシファイド・プログラム の実績値（米ドル建て） 
（1990年12月20日～2008年5月31日）  

総合収益率 

年率複利収益率 

年率標準偏差 

最大下落率 

233.0 %

7.1 %

3.0 %

-5.1 %

1594.7 %

17.6 %

16.3 %

-21.1 %

MAN-AHL 
ダイバーシファイド1

210.4 %

6.7 %

12.9 %

-47.9 %

世界株式 世界債券 
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AHLの特徴　その2

過去における市場イベントを乗り越え、下げ相場に強みを発揮してきた 

従来資産（株式・債券）に対する低い相関性 

MAN-AHL 
ダイバーシファイド1

アジア危機 【1997年10月～1997年12月】 

ロシア危機、LTCM 破綻 【1998年 8 月～1998年 9 月】 
 

ITバブル崩壊、ハイテク株低迷 【2000年 7 月～2000年12月】 

米国同時多発テロ（9/11） 【2001年 9 月～2001年10月】 

9.2 % 

24.8 % 

26.3 % 

15.4 %

世界株式 

-1.1%

-14.2 %

-9.3 %

-6.8 %

世界債券 
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AHLの特徴　その1

出所：マン・データベース及びS&Pマイクロパル。過去の運用実績は必ずしも将来の投資収益を示唆するものではありません。 
1MAN-AHLダイバーシファイド・プログラム：Athena Guaranteed Futures Limitedの運用結果（米ドル建て）に基づいて算出しています。
世界株式：MSCI世界株式指数（米ドルヘッジ）
世界債券：シティグループ世界国債指数（米ドルヘッジ）
TOPIX：TOPIX（米ドル調整後収益率） 

出所：マン・データベース、データストリーム及びS&Pマイクロパル。過去の運用実績は必ずしも将来の投資収益を示唆するものではありません。
1MAN-AHLダイバーシファイド・プログラム：Athena Guaranteed Futures Limitedの運用結果（米ドル建て）に基づいて算出しています。 
世界株式：MSCI世界株式指数（米ドルヘッジ）
世界債券：シティグループ世界国債指数（米ドルヘッジ）
米国株式：S&P500指数（配当再投資）
米国債券：シティグループ高格付け社債指数（総合収益率） 

（1990年12月20日～2008年5月31日）
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AHLの特徴　その3
株式先物や債券先物だけでなく広範囲に分散された投資ポートフォリオ 

2008年1月現在

 

株式指数 
 

債　券 

通　貨 短期金利 

エネルギー 貴金属 農産物 非鉄金属 熱帯産品 家　畜 

豪SPI 200
日経225
TOPIX
香港ハンセン
独DAX30
伊All
西Ibex 35
英FTSE100
仏CAC 40
蘭All

EuroSTOXX
米S&P 500
加S&P 60
スウェーデンOMI
スイス（SMI）
ナスダック100指数
ラッセル2000指数
台湾MSCI指数
シンガポールMSCI指数
韓国KOSPI 200

南アAll
ブラジルBovespa
H株指数
クアラルンプール総合指数
イスタンブールナショナル30種指数
メキシコボルサ指数
アテネ総合指数
インドNIFTY指数

日本国債
独短期国債
独中期国債
独長期国債
独超長期国債
英国ギルト債
米長期国債
米中期国債
カナダ国債

スウェーデン国債
韓国国債
南ア国債
ブラジル国債
アルゼンチン債
米長期国債
豪国債 3年物
豪国債 10年物

日本円
米ドル
ユーロ
英ポンド
スイスフラン
豪ドル
加ドル
NZドル
中国元

スウェーデンクローナ
シンガポールドル
メキシコペソ
南アフリカランド
韓国ウォン
インドルピー
ブラジルレアル
イスラエルシェケル
チリペソ

チェココルナ
ポーランドズロチ
ハンガリーフォリント
ノルウェークローネ
ロシアルーブル
スロベキアコルナ
トルコリラ
マレーシアリンギ
台湾ドル

ユーロドル
ユーロ円
ユーロスイスフラン
豪ドル

Euribor
カナダ銀行引受手形
NZ銀行手形 90日物
英短期金利

原油
灯油
改質ガソリン
ガソリン
天然ガス
炭素排出権取引
暖房油
電力

プラチナ
パラジウム
銀
金

トウモロコシ
大豆
非遺伝子組み換え大豆
小麦
大豆粕
大豆油
小豆
綿花

アルミ
銅
ニッケル
亜鉛
鉛
すず

ココア
コーヒー
砂糖
オレンジジュース
パーム油
天然ゴム
菜種油

食用豚
食用牛
飼育用家畜

金融先物 

通貨／金利先物 

商品先物 

マン・エーエイチエル・円トラスト 
（Man AHL Yen Trust） 

円建て公募契約型バミューダ籍外国投資信託 
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マン・インベストメンツ 
世界最大級の独立系ヘッジファンド運用会社です。
● 元本確保型ヘッジファンド商品のパイオニア
● 運用資産総額：717億米ドル（2007年12月31日現在）
● 傘下に5つの独立した主要運用部門

マン・グループ 
1783年に設立された農産品取扱い商社を起源とします。
マン・グループは、農産品の価格変動リスクを回避するために、先物運用などを活用してリスクヘッジ
を図りました。このようにして蓄積したノウハウを活かし、更に金融テクノロジーを駆使した金融サービス
会社を設立するに至りました。現在では、金融サービス業務に特化しております。
● ロンドン証券取引所上場、FTSE100の構成銘柄
● 時価総額：約193億米ドル（2007年12月31日現在）

マン・インベストメンツについて 

マン・グループについて 

世界最大級の独立系ヘッジファンド運用会社 

農産品を扱う商社として価格変動リスクをヘッジする経験と蓄積されたノウハウをベースに、信頼性の
高い運用と絶え間ない商品開発を続けています。

1783年 James Manによって、マン・グループのルーツとなるビジネスがスタートする。 
 翌1784年には、英国海軍とラム酒を独占的に供給する契約を締結する。 

1983年 資産運用部門、E.D.&F.Man Investment Productsを設立。（2003年にMan Investmentsに改称） 
 ヘッジファンド会社としての新たな一歩を踏み出す。 

1985年 マン・グループとして初の元本確保型ファンドを設定する。 

1994年 AHL社の株式を100パーセント取得。マングループ本社の株式を上場。 

2000年 商社部門をMBOし、金融サービス業務に特化。 
 ファンド・オブ・ファンズのエキスパートである米国Glenwood社の株式を100%取得。 

2001年 マン・グループが金融サービス会社として、FTSE100の構成銘柄に選ばれ、英国の
トップ100企業にランクイン。 

2002年 世界有数のファンド・オブ・ファンズの運用マネージャーであるRMF社を買収し、
グループ傘下に納める。 

220年を超える伝統と実績 

マン・グループの前身
「E.D&F.Man」の創始者
Edward D.Man（右）と
Frederick Man（左）兄弟

2007年7月19日  ニューヨーク証券取引所に上場

マン・インベストメンツ MFグローバル 

マン・グループ 

農 産 品 事 業  金 融サービス 

2007年　ファンド・オブ・ヘッジファンズ・ 
ランキング トップ10

1 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

UBS （スイス） 

マン・インベストメンツ （イギリス）

ユニオン・バンケール・プリヴェ （スイス）

パーマル・アセット・マネジメント （アメリカ）

HSBC （イギリス）

クレディ・アグリコル （フランス）

ソシエテ・ジェネラル （フランス）

ジュリアス・ベア・グループ （スイス）

クレディ・スイス （スイス）

ブラックストーン （アメリカ）

54,749 

50,310 

45,775

35,040

33,572

29,348

28,004

24,682

24,000

23,000

会社名　（所在地） （百万ドル） 

※（出所）インスティテューショナル・インベスターズアルファ誌
2007年10月31日現在。

グループの本拠は、ロンドン・テムズ河畔にある（左下）、砂糖の積み下ろし場所だったため、今でもSugar Quayと呼ばれる。
左上は、1929年当時のロンドン埠頭。世界中から物資が集まった。
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マン・エーエイチエル・円トラスト 
（Man AHL Yen Trust） 

円建て公募契約型バミューダ籍外国投資信託 

＜市場リスク＞ 
・当ファンドはリスクを含む投資商品であり、その運用実績は市場環境等により変動します。買戻価格および
早期/強制償還価額は購入時の純資産価値を下回る場合があります。

＜信用リスク＞ 
・先物及びデリバティブの契約は通常、当ファンドとブローカーとの間で交わされます。このため、当ファンドは
ブローカーが支払い不能状況や、同様の状況に陥ることに伴うリスクがあります。これには当ファンドが
ブローカーに差し入れる証拠金も含まれます。当ファンドはブローカーの債務不履行リスクを負います。

＜AHLのリスク＞ 
・当ファンドはレバレッジをかけ、運用に機動力をつけている結果、マーケットが大きく変動した場合、リスクが
より大きくなる可能性があります。当ファンドは多くの取引を同時に行うことがあり、結果として取引コストが
高くなる場合があります。

・当ファンドの運用手法であるMAN-AHLダイバーシファイド・プログラムはトレンド・フォロー型運用プログラムの
為、投資対象となる多くの市場でトレンドが発生していない時期には損失が発生する可能性がトレンドが
発生している時期と比べて高くなります。

・当ファンドの運用手法であるMAN-AHLダイバーシファイド・プログラムは収益率のボラティリティー（標準偏差）を
高く設定したモデ ルであり、短期間の投資成果が大きく変動する可能性がより高くなります。

・当ファンドがブローカーに差し入れる証拠金に関連して、その証拠金がその他の取引相手方の顧客の
証拠金と混合される場合もあり、仮にブローカーが支払い不能に陥った場合、ネッティングを通しての損失に
つながる可能性があります。ただしその他の取引相手方に差し入れられる証拠金は総額でマン・エーエイチ
エル･円トラストの純資産額の30%を超えないものとします。

・当ファンドは、管理会社の分析モデルの信頼性および正確性に依拠した一定の戦略を採用することがあり
ます。モデル（またはその前提）に誤りがあった場合、当ファンドの投資は予想通りの実績を達成し得ない
場合があります。

＜投資先流動性リスク＞ 
・当ファンドは、変動が激しく、また流動性がなくなることのある市場に投資する場合があるため、市場の動向に
対してポジションを清算することが不可能になり、あるいはそのためのコストが発生する場合があります。

・当ファンドは毎営業日買戻ができるファンドではありません。買戻のお申込みは月に一回しかできません。

＜償還のリスク＞ 
・当ファンドの純資産総額が10億円を下回った場合、その他目論見書に規定されている事由が発生した場合
には、ファンドを早期償還する場合があり、償還時の純資産価額は投資時の価格を下回る場合があります。

＜税務・会計リスク＞ 
・当ファンドを購入した当時の税務・会計処理方法に関して、新たな解釈、法令などの改正が行われる可能性が
あります。

＜投資信託への投資に伴う一般的なリスク＞  
・投資信託はシティバンク銀行やシティグループ等の債務でなく、それらによる保証もありません。 

・投資信託は銀行預金ではなく、預金保険や投資者保護基金の支払対象ではありません。 

・投資信託は一般的な預貯金と異なり、元本・利息の保証はありません。

上記リスクや留意点は、ファンドに関わるリスク等の全てを網羅するものではありません。詳しくは目論見書を
ご覧頂き、十分にご確認下さい。これらのリスクおよび損益は、お客様ご自身の負担となります。

本資料は、商品説明用に作成された資料であり、「金融商品取引法」に基づく開示書類ではありません。
ファンドの受益証券の取得のお申込にあたってはあらかじめ、または同時に交付目論見書をお渡し致します
ので、必ずお受け取りいただき、内容をご確認の上、ご自身でご判断下さい。

本資料は、シティバンク銀行株式会社により作成されたものです。本資料において使用したデータは、各種の
信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性は保証されるものではなく、また変更
される場合があります。かかるデータの正確性または販売取扱会社の見解の有効性へ依拠される方は、自
己の判断においてそれを行うことになります。

リスクおよびその他重要事項 
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7

商 品 分 類  
通 貨  
募 集 期 間  
設 定 日  
決 算 日  
購入／買戻申込締切日 
購 入／買戻評価日  
買 戻 受 渡 日  
営 業 日  
分 配 金  
申 込 単 位  

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

公募契約型円建てバミューダ籍外国投資信託
円
2007年8月24日から
2003年9月30日
毎年9月30日
毎月21日（休日の場合は前営業日）
購入／買戻申込締切日の属する月の月末における純資産価格
原則として、毎月第14営業日
ロンドン、ダブリン、バミューダ及び東京における銀行営業日
予定なし
1,000万円以上1万円単位

管 理 会 社  
受 託 会 社  
日本における販売会社
及 び 代 行 協 会 員  
販 売 取 扱 会 社  
金融商品取引業者等
で あ る 旨  
加入している金融商品
取 引 業 協 会  

：
：

：

：

：

：

マン・ファンド・マネジメント（ガーンジー）・リミテッド
HSBC インスティチューショナル・トラスト・サービシズ（バミューダ）リミテッド
日興コーディアル証券株式会社
（登録番号：関東財務局長（金商）第129号） 
シティバンク銀行株式会社
シティバンク銀行株式会社は登録金融機関です。
（登録番号：関東財務局長（登金）第623号） 

日本証券業協会（特別会員） 

 
申 込 手 数 料  

 
買 戻 手 数 料  
 
 
 

 
 
 

信託財産留保額 

 
管 理 報 酬 等  
 
 
 
 
 

そ の 他 の 費 用 
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：
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：

■お申込時に直接ご負担いただく費用 
申込手数料はありません。

■ご換金時に直接ご負担いただく費用 
買付後3年以内に買戻される場合、条件付後払申込手数料が課せられます。
買付から3年を経過した後における買戻の場合は、条件付後払申込手数料は
課せられません。条件付後払申込手数料は、当該買戻に係る基準価格
（買戻価格）に対し下記の料率を乗じることにより算定されます。

 受益証券買付後経過期間 条件付後払申込手数料 
 3年未満 3.00%
 3年以上 なし

信託財産留保額はありません。

■保有期間中に間接的にご負担いただく費用の概要 
＊投資管理報酬【純資産総額の年率3%、毎月の運用収益の20%の成功
報酬（ハイウォーター・マーク）】、＊受託会社報酬【純資産総額が5,000万ドル
未満の部分について、純資産総額の年率0.05%、純資産総額が5,000万ドル
以上の部分について、純資産総額の0.03%（最低15,000米ドル）】、＊販売会
社報酬【純資産総額の年率0.70%】、＊代行協会員手数料【純資産総額の
年率0.10%】、＊評価報酬【純資産総額の年率0.150%(最低25,000米ドル）】

証券取引に伴う全ての費用及びブローカー手数料、法定開示に係る費用等
諸費用、保管会社の報酬等をご負担いただきます。
※手数料等の合計額については、ご投資家の皆様がファンドを保有される期間等に応じて
異なりますので表示することが出来ません。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）を
ご覧ください。

お申込メモ 

SML-MAN-0806




